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第 2 章では、入力拘束の代表例である飽和要素・不感帯要素を有する制御系を、区分的アフィン (PWA) システム
として等価に表現した。このシステム表現が持つ、 r ~有限個のアフィンなダイナミクスj + ~切り替え則j J とい
うダイナミクスの構造から、ハイブリッドシステムとしての取り扱いが可能になった。得られた PWA システムは、
内部状態と外部入力に依存する連続な切り替え則を持ち、 well-posed なシステムとなることを示した。












第 5 章では、 3 章において連立 LMI の形式で得られた、区分的二次な蓄積関数に基づくM.ゲイン解析条件の解法





















(3) システム性能を計る別の尺度である、 L2 インクレメンタルゲインを用いた場合の解析方法を論じている。 L2
ゲインと同様に、区分的二次関数を用いることによって、 L2 インクレメンタルゲインが線形行列不等式を解
くことによって計算できることを示している。
(4) L2 ゲイン解析問題における線形行列不等式は、変数および式の数が大きくなる。それらを連立して解くので
はなく、勾配法に基づく有限回の反復計算によって、実行可能解を得ることのできることを示している。この
反復法と二分法を用いると最適値計算を行うことが可能である。従来法と比較すると、それぞれの反復には、
小さな規模の問題になるために、計算量を低減させ得ること、また全変数を記憶しておく必要はないこととい
う有利な点があることを示している。
以上のように、本論文では、区分的二次関数を入力飽和システムのゲイン解析に適用できることを原理的に示すと
同時に、その計算方法を提案しており、理論的成果を挙げている。本論文により、入力飽和システムの性能を議論す
ることができ、アンチワインドアップ補償などの実用的制御方策の研究にも応用できることが期待できる。よって本
論文は博士論文として価値あるものと認める。
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